
川崎市史市制100周年記念版
第３回編集懇談会

議題１︓構成案について

令和7年3月6日
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資料１
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川崎市史市制100周年
記念版とは

親しみやすく、手に取りやすい
「新しいかたちの川崎市史」
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制作目的とターゲット

制作目的
• 川崎市制100周年を記念して、川崎市を「知って、関わって、好
きになってもらう」ことを目指し、令和6年度から３年間をかけて、
新しいかたちの川崎市史を制作します

• 親しみやすく、手に取りやすいものとします
• 川崎市の歴史や文化を知ってもらい次世代につなげるものです
• 市民に制作プロセスで関わってもらいます

ターゲット
• 幅広い世代に読んでもらえる内容とします
• 若い世代・子育て世代をメインターゲットにします
• 小学生〜高校生が読むこともできるよう配慮します
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コンセプト

分かりやすく・伝わるもの
• 写真・イラストなどを効果的に組み合わせた紙面
• 子どもが読んでも難しすぎず、大人にも読みごたえのある内容
• 知りたい、知ってもらいたいテーマや時代を中心に掲載

制作プロセスの重視
• 掲載テーマなどの選定過程でワークショップやアンケートなどを通じ
市民意見を反映

• さまざまな経験・知見を持つ方の意見を取り込む編集懇談会を開催

デジタルの活用
• デジタル版で制作（冊子版も制作）
• 制作過程の見える化・情報発信（ＳＮＳ等の活用）



confidential

5

市民意見を本に取り入れるための取組み（令和６年度）

１．アンケートの実施

２．編集懇談会の開催 （令和６年10月と12月に開催）

３．ワークショップの開催 （令和７年1月・2月に開催）

・令和６年11月に緑化フェア等の会場でパネルアンケートを実施（２，６３８件の意見を聴取）
・深掘りする自由記述のWebアンケートを実施（４３４件の意見を聴取）
⇒市民の思う「川崎らしさ」や、「川崎の歴史のイメージ」、「読みたいテーマ」の傾向を把握

・さまざまな経験や知見をもつ委員が構成案に対して意見交換
・アンケート結果を集約した構成案に対してアイデアや意見をいただいた
⇒市民が手に取りやすい工夫や、興味をもちやすいコンテンツが明らかに

・市民同士がアイデアを出し合う場をつくり、「川崎らしさ」「興味深い歴史テーマ」等について意見交換
⇒川崎にしかない︕本書でしか語れない︕ 「激狭テーマ史」をアウトプット
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アンケートの集計結果と傾向 １
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わからない・特に…
その他
治安

川崎ゆかりの人物
お寺

二ヶ領用水・農業
交通

建物・場所
文化・スポーツ
自然・環境

東海道川崎宿
工業・工場

市民 市民以外の方

「川崎市の歴史として思い浮かべるもの」の回答数集計（有効回答件数︓427）

26.00％11.24％
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9.13％
8.67％

7.26％
5.15％

3.98％
3.04％

1.17％
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6.09％

※自由記述された個々の回答を
ジャンルごとにまとめたカテゴリです

設 問 １ 「 川 崎 市 の 歴 史 と し て 思 い 浮 か べ る も の 」 へ の 回 答 状 況 （ 自 由 記 述 ）
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アンケートの集計結果と傾向 ２
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わからない・特にない
その他
多様性

今後の川崎
建物・場所

産業
交通

自然・環境
本の形式

身近な話題（食・お出かけ・イベント）
川崎の歴史・うつりかわり

文化・エンターテインメント・スポーツ

川崎市民
市民以外の方

「どんな話題なら楽しい・面白いと思いますか 」の回答数集計（有効回答件数︓393）

19.05％
15.15％

13.64％
7.14％
6.71％
6.28％

4.11％
2.60％

1.73％
1.30％

5.19％
2.16％

設問２「どんな話題なら楽しい・面白いと思いますか」への回答状況（自由記述）

【前頁の結果と併せ、カテゴライズ】

・川崎の歴史・うつりかわり
・物事の歴史を深掘り
・身近な話題の「お出かけ」
・川崎ゆかりの人物
・いろいろな場所・建物

★その他も、中分類へ反映※自由記述された個々の回答を
ジャンルごとにまとめたカテゴリです
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アンケート結果をふまえた構成案

No
. 市民が「読みたい」話題 構成案 コンテンツの概要

① 「川崎の歴史・
うつりかわり」

めくってわかる
川崎市の100年

・ページをめくって、100年間の川崎の地図を重ね合わせ、
移り変わりを追う

② 「川崎の歴史・
うつりかわり」

かわさき定点観測
‐100years- ・７区の歴史を「場所ごと」に「写真」で振り返る

③ 「物事の歴史を
深掘り」

いつだって、川崎は
【川崎テーマ史】

・【メインテーマ】テーマごとに歴史や文化を深掘り
・大項目設定、フロンターレ、食、こども権利、戦争と平和

④ 「川崎ゆかりの人物」 川崎市の、わた史
〜人からわかる川崎の歴史〜

・編集懇談会委員の意見をもとに７区で人選予定
・人物への取材を通して、背景にある歴史や文化を浮き彫り

⑤ 「物事の歴史を
深掘り」

市民が考えた！
川崎【激狭】テーマ史

・さらにミクロに物事の歴史や文化を深掘り
・ワークショップから川崎らしいアイデアを追加予定

⑥ 身近な話題としての
「お出かけ」

地図で感じる
歩きたくなる川崎史 ・本を持って、まち歩きをしたくなるコンテンツ

⑦ 「川崎の歴史・
うつりかわり」

数字で振り返る
川崎の100年 ・数字による、川崎の歴史や川崎らしさ

⑧ 「川崎の歴史・
うつりかわり」

楽しく読める
川崎クロニクル

・テーマ史とリンクさせ、通史的に整理する年表コンテンツ
・興味を追えるもの、日本史と並記、詳録はテーマ史へ等

⑨ いろいろな場所・建物 かわさき市民百景 ・市民から場所や建物の写真を募集、全体で１つの絵にする
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編集懇談会からの主な意見・アイデア

⇒テーマ史の構成に採り入れるとともに、書籍全体のポリシーとして反映していきます

・テーマ史には「大項目／カテゴリー」を設けたほうが全体を把握しやすい

・川崎が成長してきた様子が分かるコンテンツを読みたい

・フロンターレがなぜ日本一になったのか、川崎ゆえの経緯や理由を取り上げるべき

・テーマ史に「食」にまつわるトピックスを追加してほしい

・「こどもの権利条例」は川崎が誇るべきものだと思う、話題として盛り込むべき

・テーマ史に「戦争と平和、川崎大空襲」にまつわるトピックスを追加してほしい

・比較のためにランキングを使うと、川崎の「便利度」や「活気」が伝わりやすいのでは

【第２回編集懇談会（構成案に関する意見やアイデアを集約）】
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ワークショップからの主なアイデア

【令和６年度ワークショップ（テーマ史に関するアイデアを集約）】

⇒ワークショップ参加者からいただいた、さまざまなアイデアをもとにテーマを設定。
設定のポイント︓
記事（コンテンツ）としての深さ＆狭さが期待できるか、「川崎らしさ」が表現できるか、取材が可能か 等を考慮

「市民と一体！　川崎フロンターレ」

「ビジュアル推し！の川崎市史」

「私鉄が進めてきた街づくりの歴史」

「戦争の経験」

「川崎大師グルメ史」

「校外学習のテーマ変遷」

「地域の野菜」

「川崎ダンス今昔」

「あの頃の車両史」

「ハルモニの歴史から条例制定までの歴史」

「防災都市かわさき」

「交通史と産業史を融合して語る」

「橘郡と市域の差異（どうやって市の輪郭が決まったか）」

「なぜ、かわさき縦断鉄道が実現しなかったのか」

「宮前区のマニアスポット（世界的に有名な美術館、五所塚）」

「かわさき急坂ランキング」

「公園のビフォーアフター（遊具一覧も）」

「寄付やクラファン、ふるさと納税の歴史」

「かわさき給食史」

「歴史的人物になりきっての仮想対談」

「百人ポスター（地元の有名人が掲載）を特集」

「かわさき初めて物語」

「臨海部の夜景をQRで見られる工夫を」

「リサイクル拠点を取材（ペットボトルが水素になるまでを追う）」

「歴史ある銘菓がどう生まれたか（大師巻、追分まんじゅう）」

「市税の使い道の変遷」

「川崎市民の助け合い・ボランティア精神の由来を探る」

「公害と川崎の発展の歴史」

「川崎からデパートがなくなった理由を探る」

「東海道の話」

「おむすびの歴史」

「公害がもたらした良いこともある、という歴史」
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川崎市らしい項目がいろどりゆたかに並ぶテーマ史
のパートですが、「まちづくり」「文化」「産業・生活」
「教育・福祉」といった大項目でカテゴライズし、本
書全体を捉えやすくしています。

取り上げるのは、市民アンケートと、編集懇談会か
らの市民意見を反映した、「市民が読みたいコンテ
ンツ」です

扱うジャンル
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パートごとで行政区のバランスがとれるよう目次づくり
に配慮します

行政区のバランス

令和6年度の取組みでいただいた市民意見を反映した
構成案
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令和6年度の取組みでいただいた市民意見を反映した
構成案

さまざまな立場・年齢の市民を取材したいと考えてい
ます。人選においては、編集懇談会委員さまの知見
やご人脈をお願いしたいと思います

「川崎らしい」方を取材

本書でもっともユニークなパートです。 令和7年１
〜２月に開催のワークショップにて、「川崎らしい」
テーマを探り、その成果を採用しました。

ワークショップでいただいた
市民からのアイデアを採用

「年表と本文をリンクしている」
「興味のあるカテゴリのできごとを追うことができる」
「自分や家族の生誕年や記念の年と比較できる」
「川崎の外、日本の様子もわかる」
などの市民アイデアを取り入れた年表です

思わず読みたくなる年表
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ページ案︓「めくってわかる川崎市の100年」のデザインイメージ
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市の変遷を示すページは、巻頭に配置することを想定します
書店で販売する本の巻頭ページはかならず「見栄えがよくテンポよくページをめくれる」ことが条件になっています

今回、市域の変遷というテーマに対しては「めくることが楽しくなる仕掛け」を施しました。透明フィルムページを使って、川崎市の地図2枚を重ねます。一見すると市域の区分け
を示した地図ですが、フィルムページをめくると、異なる情報（この例では当時の鉄道路線地図）が現れます

グレーの部分が
「透明のフィルムページ」

※実施には製造テストが
必要となります
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イントロは大胆に要素を配置。
めくると市域の大きな変化がわか
るように
ページをめくるスピード感を重視し
ます

1930年当時の地図。
フィルムページをめくると、当時の
鉄道路線が見えてくる仕掛けに

同様の見開きが、
あと数見開き続く想定です

テンポを重視

2つの地図が見える

ページ案︓「めくってわかる川崎市の100年」のデザインイメージ


